【四国産業医部会活動報告】

第55回中国四国合同産業衛生学会（高知）のご案内
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学会長　菅沼成文（高知大学副学長）
このたび第55回中国四国合同産業衛生学会会長を拝命し、平成23年12月10日（土）11日（日）の日程で開催する運びとなりました。会場は山内一豊築城の高知城近くの高知市総合あんしんセンターで行います。産業医部会研修会は例年通り、学会初日の12月10日（土）に開催いたします。今回は、「実学としての産業医学Practical Occupational Medicine」をテーマに地方会らしく、日頃の産業医活動、研究活動の成果をお持ちより頂き、実務者と研究者が同じ席で議論できる場を設定したいと考えています。

私が研究テーマにしている古典的職業病であるじん肺については、近年いくつかの動きがありました。デジタル画像を用いたじん肺エックス線標準写真の改訂作業がほぼ終了し、この原稿が紙面に出るころには、出版されていることになろうかと存じます。この作業に携わってきた関係上、国際的なじん肺エックス線分類の動向と我が国での改訂作業について、少しその紹介を学会長講演としてお話しさせていただこうと考えています。また、今回の学会のメインシンポジウムとして、この地域で活躍する実務家・研究者に現実の産業保健現場で役に立つ視点で話題を提供していただくべく、メンタルヘルスに関するシンポジウムを用意させていただく予定です。

昨年の大河ドラマの龍馬伝ブームで多くの観光客が訪れた高知ですが、四国山地を越えてくると椰子の木があったり、太平洋が見えたりと異国情緒あふれるところです。アカデミアとリゾートを同居させた高知学会としていきたいと存じます。産業医部会員の皆様のご来高を心よりお待ち申し上げます。









